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１．はじめに
　本稿は，北星学園大学短期大学部英文学科
におけるインターンシップの取組について報
告する。
　本学では，就職支援課のキャリアサポート
プログラムの一環として企業等訪問研修（イ
ンターンシップ研修）が実施されており，学
内の大学３年生及び短大部１年生が夏季休業
を利用して民間企業等での就業体験や訪問研
修を行っている。これらのプログラムは学生
英文学科における国内インターンシップ実践と
海外インターンシップの可能性
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が企業における組織及び業務の理解を深め，
より実践的な能力の養成と就職に対する意識
の高揚を目的としており，将来の進路に関し
て意識を高め，職業選択について考える機会
となっている。
　短期大学部英文学科では，英語を使って仕
事をしたいという学生の希望や，多くの学生
が航空業界や観光ホスピタリティ産業に就職
していることを踏まえ，学科の特性を生かし
たインターンシップ科目の導入について検討
を重ねてきた。また，学生の希望するキャリ
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  ［Abstract］
Assessment of the Internship Program and Prospects for Conducting 
the Global Internship in the Department of English 
　This paper has two objectives. First, it reports on the introduction of 
the internship program into the department’s curriculum in 2011 and 
the evaluation and assessment of the ﬁ rst ﬁ ve years of the program. 
The paper then explains the department’s commitment to expanding 
the program by implementing overseas career success experiences in 
Asia during the past few years. Second, based on the positive outcome 
of previous overseas career success programs, plans and prospects 
for conducting the Global Internship Program starting in 2015 are 
presented. The paper concludes by explaining implications for future 
internship programs. It is hoped that this report will provide some 
valuable insights to English language educators.
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アへの理解を深め，グローバルに活躍できる
学生を育てることを目標に，平成23年にカリ
キュラム改訂を行い，ホスピタリティ教育関
連科目として「総合講義ホスピタリティ」，「ホ
スピタリティと観光」，「インターンシップ」
の３科目を新たに導入した。これまでの就職
支援課主催の研修に加え，学科独自の「イン
ターンシップ」を専門科目の１つとして提供
し，単位を認定することとした。平成23年度
から，国際的な観光リゾートとして海外から
の観光客が増加している北海道ニセコ町にあ
るヒルトン・ニセコ・ビレッジでインターン
シップを実施した。さらに平成25年度から「イ
ンターンシップ」の一部に海外での「キャリア・
サクセス・プログラム」を加えて実施し，平
成25年度５名，平成26年度25名の学生が海外
の企業等で職場訪問や企業に関する調査を行
った。このプログラムは，平成27年度から「グ
ローバル・インターンシップ」科目開設の基
礎となった。本稿では，本学科の国内インタ
ーンシップ及びパイロット・スタディとして
実施した海外での「キャリア・サクセス・プ
ログラム」の実践内容を報告し，今後の海外
インターンシップの可能性について議論する。
２．先行研究
　現在，インターンシップは多くの高等教育
機関で実践され，取組の成果や課題につい
て報告されている。人文系の学部学科では，
様々なインターンシップの選択肢を学生に提
供し，学生の将来の職業の主体的な選択や高
い職業意識を育成することが重要であるとさ
れている（古賀，2011；那須，2013；中村他，
2008）。平成26年に改訂された，文部科学省・
厚生労働省・経済産業省の「インターンシッ
プの推進に当たっての基本的な考え方」では，
大学等におけるキャリア教育や専門教育を推
進する観点からも，インターンシップの重要
性が強調されている（安藤，2014）。
　多くの文献では，インターンシップは学生
が仕事で必要とされる知識やスキルを理解
し，ネットワークを広げ，経験を積み自信を
深めることができるなどの利点があると指摘
している（Collins， 2001; 真鍋， 2010）。また，
就職者と雇用者のミスマッチを減らすことが
できると報告されている（真鍋，2010）。さ
らに，インターンシップ期間中，学生は企業
の人々や他のインターン生と関わることで，
コミュニケーションスキルを伸ばすことがで
きるといわれている（平尾，2010）。大学側
にとっても，大学の教育プログラムと仕事と
の関連性の強化を図り，カリキュラムを充実
するだけでなく，大学の広報的な効果等のメ
リットがある。また，長い目でみると，大学
と企業の長期的な連携を強め，学生の就職や
共同研究の機会にもつながると指摘されてい
る（Yin & Law，2012）。
　しかし，インターンシップ実施に関して課
題も報告されており，準備不足のインターン
シップは学生だけでなく企業の不満につなが
り，否定的な評判は両者にとって不利益にな
る（Singh & Dutta，2010）。モチベーショ
ンが低く，準備不足の学生がインターンシッ
プに参加して，企業の評判を傷つけるような
事例が報告されている。受け入れ企業にとっ
てもインターシップがうまくいかない場合，
貴重な人材が他の産業に流れてしまうという
懸念がある。また，参加学生の倫理やマナー
も大きな問題となることがあるなど，解決し
なければならない課題がある。
　海外インターンシップの取組も報告されて
おり，岩井（2013）は観光系の学科や専門学
校の海外ホテルでの研修実施状況について調
査を行い，牟田（2012）は語学系大学におけ
る長期海外インターンシップの導入について
述べている。文科系以外の学部や学科での取
組についても，グローバル人材育成の一環と
して，海外での実践的な研修や語学力の育成
に重点をおいた事例が報告されている。
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　海外でのインターンシップは，一般的に国
内のインターンシップより十分な事前準備，
きめ細やかなフォローや危機管理に関する指
導が必要である（安藤，2014）。事前研修の
重要性は多くの研究者が指摘しており（梅野・
山口，2011；坂部・三浦・内藤，2015），受
け入れ企業との事前打ち合わせや滞在先の環
境の把握等，大学側の準備について言及して
いることが多い。また，参加学生の自主性を
育てるような指導（梅野・山口，2011）や学
生の自己評価を通して「自己意識の明確化」
や「モチベーションの向上」につながるとの
報告もある（安藤，2014；樫村，2013）。近年，
海外インターンシップと英語教育との関連に
ついての研究も始まっており（岩井，2013；
樫村，2013；坂部・三浦・内藤，2014），海
外インターンシップに参加することで，英語
使用への不安が減少し，英語運用能力試験の
達成度に向上が見られたとの結果が報告され
ている（樫村，2013）。
　上記のように，インターンシップは学生が
社会で働くことへの意識を高め，将来の職業
選択を明確にするだけではなく，海外で実施
することで，英語使用への自信や，英語運用
能力の向上につながるが期待される。しかし，
効果的なインターンシップを行うには，事前
研修を含めた準備が大切であり，様々な課題
が残されている。
　これまでの報告では海外インターンシップ
と英語教育を結び付けた取組の議論が十分で
ないことから，本学科の国内インターンシッ
プ，海外におけるキャリア・サクセス・プロ
グラムの取組や，海外インターンシップに向
けての考察が，他の教育機関やプログラム開
発に向けて有益であることを期待している。
３．国内インターンシップ実施報告
　国内インターンシップは，前述の通り，北
海道ニセコ町で１年生の夏季休業中の９日間
で実施した。事前に受け入れ先ホテルの人事
担当者と研修期間や内容等について協議する
とともに，可能な限り英語が使用できるプロ
グラムとなるよう依頼した。
［事前研修］
　事前研修では，DVD教材「これなら使え
る! 外国人旅行者 実践おもてなし完全パック 
〈 旅館・ホテル編 〉社団法人 国際交流サー
ビス協会」を活用し，観光ホスピタリティ産
業でよく使う英語の表現について学んだり，
企業のホームページやパンフレットを使用
し，現地の情報について詳しく調べた。また，
研修の目標について各学生が考えをまとめ，
moodle上に提出させた。研修の約１か月前
には，受け入れ企業の人事担当者から企業理
念やインターンシップ研修の内容等の説明を
受けた。さらに，就職支援課主催のマナー講
座に出席することを義務付けた。平成24年度
からは，前年度に参加した先輩学生からイン
ターンシップの内容について具体的に話を聞
くなどの事前研修も行っている。
［企業での研修内容］
　平成23～25年度の基本的なインターンシ
ップ・プログラムの流れは下記の通りである。
表１　インターンシップ研修内容
日程 グループＡ グループＢ
１ オリエンテーション，
ベルの仕事
オリエンテーション
F & B の仕事
２
３
４
５ ホテルでの研修は休みでニセコ地域についての調査
６ F & B の仕事 ベルの仕事
７
８
９
　F & B はFood & Beverage の略で，学生
はレストランやカフェに配置され，ゲストへ
の挨拶，テーブルまでの案内，食器の片付
け，ゲストからの質問や要望への対応等を行
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った。海外からのゲスト，特にアジアからの
ゲストとのコミュニケーションは，簡単な質
問であっても学生には難しく戸惑うことも多
かった。
　ベルの主な仕事は，ホテルのメインエント
ランスやフロント近くでの到着客の受け入れ
や駐車場の案内，baggage-up という荷物の管
理や搬入等であった。また，担当者の指示に
従い他の業務をサポートすることもあった。
　インターン生といっても，ゲストからは
様々な質問を受けることがあり，ホテル施設
の情報から地域や観光地の情報等に対応する
ことが求められた。
　平成26年度は研修の内容が一部変更にな
り，F&B，ベル，ハウスキーピングの業務
等をシフト制で実施し，平成27年度はF&B
に限定した内容となった。
［研修報告・事後研修］
　インターンシップ参加学生は，研修期間中
はmoodle上に中間報告を提出し，研修終了
後は最終報告書を作成するとともに，成果報
告を行った。平成26年度からは一部プレゼン
テーションの形で報告会を実施している。
［研修環境］
　初年度は学生３名がホテル１室を共用し，
食事は社員食堂を利用したり，スーパーで食
料品を購入したりした。
　２年目以降はホテルの社員寮に宿泊しての
研修となったが，社員寮から研修先のホテル
までの移動手段や風呂の使用等について，一
部の学生にとっては難しい点が出てきた。特
に自宅から通学している学生には，自然豊か
な環境で虫等が発生する寮生活はつらい経験
となったようである。また，初年度は受け入
れ先のホテルの好意で札幌からニセコまでの
無料送迎バスを提供していただいたが，２年
目以降は現地までの交通費や移動時間等，学
生の負担が増えた。
［研修プログラムの総括］
　Morikoshi & Yoshida （2014）で報告した
ように，平成23～25年度の学生のコメント
を分析したところ，下記のような特徴がみら
れた。
⑴インターナショナルブランドホテルでのイ
ンターンシップの経験は，学生にとって，
観光ホスピタリティ産業に関する知識やス
キルについて学ぶ機会になっただけでな
く，社会で働くということの意味を考える
良い機会になった。
⑵英語を使って海外からのゲストに対応する
経験は「Enjoyment（楽しい）」という反
応だけでなく，英語でうまく伝えられない
「Frustration（焦り）」を訴え，もっと英
語の勉強を頑張りたいという「Motivation 
（モチベーション）」の向上につながった。
⑶日本語・英語を流暢に使いこなすホテルス
タッフへの「Respect（尊敬）」につなが
っていった。
⑷インターンシップの経験で，観光ホスピタ
リティ産業へ進むのか，他のキャリアを選
択するのかを考える機会「Career Focus
（キャリア選択）」につながった。
　受け入れ企業への聞き取り調査からは，繁
忙期に学生がインターンとして研修に入った
ことは企業側にも利点であっただけでなく，
英文学科の学生は，他のインターン生と比べ
て，海外からのゲストに積極的に対応しよう
とする姿勢や，英語の使用を含め，学んだこ
とを実践しようとする意欲が高いとのコメン
トを得た。一方で，ホテル業界に関する事前
表２　国内インターンシップ参加者数
平　 成　　　　　　　国内インターンシップ参加者数
　23 19人
　24 16人
　25 26人
　26 20人
　27 31人
合　 計 112人
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研修が不十分な面があるとの指摘もあった。
　担当教員からインターンシップ科目の利点
として，下記の点が挙げられた。
・学生が実際の仕事の場面で英語を使うこと
ができる。
・英語をさらに学びたいというモチベーショ
ンの向上につながる。
・ホスピタリティ産業のことを学ぶことがで
きる。
・英語だけでなく日本語の適切で丁寧な表現
を使うことの重要性を認識する。
・学生が将来観光ホスピタリティ産業で仕事
に就くかどうかを見極め，将来の職業選択
でのミスマッチを防ぐことにつながった。
・学科カリキュラムの充実を図ることができ
る。
［国内インターンシップの問題点・課題］
　平成23年度の国内インターンシップ開始か
ら５年が経過し，新たな課題も浮かび上がっ
ている。
　１つ目は研修期間中の英語使用頻度の減少
である。平成27年度はF&B 業務のみを担当
したが，ベル等の他の業務に比べて，ゲスト
との英語によるコミュニケーションの機会が
少ないように思われた。また，アジア圏から
の訪日旅行客の増加に伴い，英語以外の言語
での対応を希望するゲストが増加しているこ
とも，英語使用頻度減少の要因の１つと考え
られる。インターンシップを履修した学生の
中には研修に参加する第一の目的を「業務で
英語を使用すること」とする者も多いため，
今後は，英語話者の滞在割合がより多い冬期
の研修実施も検討していく必要がある。２つ
目は１週間強という研修期間の短さがあげら
れる。参加学生の多くが「やっと業務に慣れ
た頃に研修が終了した」とのコメントを残し
ている。また受け入れホテル側の担当者から
も「導入研修（オリエンテーション）を経て，
現場でスムーズに働けるようになった頃に研
修が終了してしまい，ホテルの仕事は大変だ
ったという印象がより強く残ってしまい，将
来の職業選択にマイナスの影響となるのでは
ないか」という懸念が聞かれる。今後は，研
修期間の延長を希望する学生には，有償のア
ルバイトとしての勤務の可能性を含めた対応
を検討すべきであると考える。
　３つ目にビジネスイングリッシュスキルの
習得がある。授業とホテルでの事前研修にお
いて，学生にはビジネス現場にふさわしい「丁
寧な英語表現」を学習する機会が与えられて
いるが，実際の研修では慣れない業務を行い
ながら，普段使用しない丁寧な英語表現に対
して多くの学生が難しさを感じているようで
ある。このため，ロールプレイ等のより実践
的な言語活動を通じて，ホテルでのゲスト対
応で頻出する英語表現をしっかりと習得して
から研修に臨むことが出来るような事前指導
を行うことが重要と考える。最後に履修学生
数の増加にともなう問題があげられる。今年
度の研修参加者はインターンシップ開始以降
最多の31名であった。今年度も前年度同様に
研修時期を２期に分散して実施し，ホテルの
社員寮を宿泊先として利用することが出来た
が，履修者がさらに増加した場合，宿泊施設
の確保等，受け入れ企業の状況に応じた検討
や変更が必要になると思われる。
４．海外キャリア・サクセス・プログラム
　海外インターンシップは，長期の研修が一
般的であり，観光学部やホスピタリティ関連
学科では，長期のインターンシップを実施し
ていることが多く，受け入れ企業も短期のイ
ンターンシップを募集することはあまりない。
海外の場合はビザ取得の問題もあり，多忙な
短大英文学科の学生が参加できる既存のプロ
グラムを見つけることが困難であった。そこ
で，平成25年度は日本の旅行会社が企画した
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マレーシア航空での研修に５名の学生と教員
１名が参加することとなった。平成26年は，
アジアにおける観光ホスピタリティ教育の研
究者のネットワークを活用し，独自のプログ
ラムを香港で行った。どの国でも就労ビザの
問題があり，１週間前後のキャリア・サクセス・
プログラムとして，企業の見学や調査，プレ
ゼンテーションを中心とする内容となった。
表３　海外キャリア・サクセス・プログラム実
　　　施場所と参加者数
平　成 海外プログラム
25 ５人 マレーシア
26 25人 香港
合　計 30人
４．１　平成25年度マレーシア航空客室乗務
員研修ツアーへの参加
　平成25年度は，マレーシア航空トレーニン
グセンターにおける客室乗務員（CA）訓練
研修に５名の学生が参加した。
　国際航空系のCAキャリア・サクセス・プ
ログラムは，期間・訓練内容・参加費用等の
短大側のプログラムの枠組に対応する組織・
機関の選定が難航したことから，旅行会社が
企画，全国募集をしたマレーシアでのCA訓
練研修に短大部英文学科学生向けの５名募集
枠の別途設定を依頼した。定員枠を満たす５
名の学生が応募し，８月17－23日の７日間，
教員引率者とともにクアラルンプールに滞在
し，研修に参加した。
［研修内容］
　マレーシア航空トレーニングセンターにお
ける８月19－21日の３日間のCA訓練は広範
囲な内容を網羅した充実したものであった。
初日のオリエンテーションではマレーシア航
空の歴史から現状に至る説明を中心とするオ
リエンテーションの後，ハンズオン形式によ
る救急・救命訓練が実施された。その中には，
実物大の旅客機モックアップ内からスライド
による脱出訓練，プール内での海面に着水し
たときの救命訓練等も含まれた。
　２日目は乗務員として必要な機内対応に関
する知識等の講義が終日行われた。３日目に
は前日までの訓練を踏まえて，CAユニフォ
ームを着用してのマナー研修の後，モックア
ップ機内に移動して，実際の機内サービス訓
練をハンズオン形式で行った。
　このように，短期間ではあったが，徹底し
た実践形式の研修で学生たちは航空機内での
CAの仕事のＡto Zを効率的に学ぶことがで
きた。日本人参加者グループのために，すべ
ての訓練，講義には現役の日本人CAが通訳
として同席し，有用な情報や海外航空会社で
CAとして働く心構え等を参加者に提供して
いただいた。訓練担当者はすべて，各分野の
エキスパートで占められ，厳しさの中にも細
やかなホスピタリティが感じられた。最終日
には参加者全員に修了証書がトレーニングセ
ンター長より授与された。
　３日間のトレーニングプログラムは以下の
通りである。
マレーシア航空トレーニングセンター
2013年８月19－21日
表４　マレーシア航空研修内容
１日目
午前 オリエンテーション
午後 救急・救命訓練
２日目
終日 ＣＡ必須知識講義
３日目
終日 CAユニフォーム試着後，マナー講習機内モックアップ内でのホスピタリティ訓練
　３日間の集中トレーニングが終了した翌日
には，本学の参加者に特化した研修プログラ
ムが設けられ，クアラルンプール市内の観光
資源を視察後，プログラム企画・実施の旅行
会社のクアラルンプール支社を訪問した。支
社長からの業務内容についてのオリエンテー
ションや，学生たちとの会合が設定された。
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支社長が，学生に対して研修期間中の訓練に
ついて熱心な質問があるなど，参加者に対す
る誠実な対応が印象的であった。
［研修プログラムの総括］
　海外研修プログラムの準備の遅れから，学
生への募集日程の周知が前期後半になったに
もかかわらず，企画担当旅行会社の柔軟かつ
献身的な努力によって，本学向けの５人枠を
別途設定することができた。研修内容は，詳
述したように，充実したものであり，参加者
の満足度は極めて高いものであった。
　また，全国募集のツアーであったことから，
様々な年齢層の多様なキャリアを持つ女性や
首都圏の大学生等，異なる背景を持つ参加者
ととともに訓練に参加できたことは，同質の
学生のみの単独キャリアトレーニング・プロ
グラムとは異なり，広い視野の獲得という側
面からは大きな収穫と言えよう。
　経費に関しては，夏休みのピーク期間に催
行されたツアーであったことから，旅行費用
も高め設定ではあったが，北海道が提供する
海外研修参加団体への奨励金10万円を活用す
るなど公的援助による参加者の負担軽減を図
った。
　海外キャリア・サクセス・プログラムは，
初年度のマレーシアでのキャリア形成に特化
したプログラムの成功により，翌年度のプロ
グラムの作成に具体的な示唆を提供すること
となり，英文学科が企画主体となるプログラ
ムの準備に早期に取りかかることができ，国
外でのプログラムは飛躍的な充実をみること
となった。
４．２　平成26年度香港研修
　平成26年は香港の国際空港を中心に，香港
ディズニーランド，ホテルICONで，研修を
実施した。研修内容に対する学生の満足度は
大変高いものとなった。
［事前研修］
　DVD教材を活用した英語表現の研修，就
職支援課主催のマナー講座への出席等が行
われた。また英語を話す機会を増やすため
に，学科主催のEnglish Lunchへの出席や，
Online 英会話プログラム「英会話サプリ」
への取組が求められた。香港国際空港での研
修の前に，新千歳国際空港での研修への参加
も義務付けられた。学生は，香港国際空港カ
スタマーサービス部門での研修で，日本と香
港の空港の比較調査を行うことが求められて
おり，出発前に日本の空港についてグループ
ごとにテーマを決めて調査を行い，プレゼン
テーションの一部を英語で作成した。
［研修内容］
　香港到着から３日間は，香港国際空港に近
接するホテルに滞在しながら空港内で研修を
行った。初日は，香港国際空港のカスタマー
サービス部門の担当者から，空港に関する基
本的な説明を受け，その後，グループごとに
空港内を移動しながら研修した。香港国際空
港のスタッフが各グループに１名つき，空港
内の施設，カスタマーサービススタッフの業
務について学んだ。空港内の研修２日目は，
学生がグループごとに分かれて，空港内を調
査し，プレゼンテーションの準備を行った。
日本で作成したパワーポイントの資料とスピ
ーチ原稿に，香港での研修内容を加え，スラ
イドの作成，原稿の完成，プレゼンテーショ
ンの練習を班ごとに行った。限られた時間内
での準備であったが，各班が素晴らしい発表
を行った。発表の後に，現地スタッフから質
問やコメントをするように求められることが
あった。うまく対応できたグループと，うま
く英語で表現できなかった班があったが，そ
れぞれ精一杯の発表をした。
　２つ目の研修先として，香港ディズニーラ
ンドのユースプログラム「キャリア・サクセ
ス・プログラム」に参加した。２班に分かれ，
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それぞれ12名・13名のグループと現地のキャ
スト２名で，施設のバックヤードの見学やテ
ーマパーク内での研修を行った。終日屋外に
いたことから，暑さで体調を崩すものも出た。
しかし，ディズニーランドのようなテーマパ
ークの仕事の多くは屋外での業務であり，そ
れを体感することができた。また，現地スタ
ッフからディズニーランドの理念や具体的な
業務について経験談を聞くことができた。
　YMCAでのビジネス英語研修を経て，自
主研修としてマカオへの観光に出かけ，最終
日は香港理工大学のホテル観光経営学部のキ
ャンパスの見学，併設のホテルICONの視察
を行った。ホテルの革新的な設備やサービス
内容，新しいビジネスコンセプトについて説
明を受けた。すべての研修は英語で行われた。
香港キャリア・サクセス・プログラム
2014年９月１日～９日
表５　香港キャリア・サクセス・プログラム
日程 午前 午後
１ 札幌出発
２ 香港国際空港セミナー
３ 香港国際空港セミナー
４ 香港国際空港にて，最終プレゼンテーション
香港ディズニーランド
５ 香港ディズニーランドにてキャリア・サクセス・プログラム
６ ＹＭＣＡにてビジネス英語研修
７ 自主研修　（マカオツアー）
８ ホテルICON・香港理工大学で研修
９ 香港出発
［研修プログラムの総括］
　研修時期が１年生の９月であり，入学した
ばかりの学生にとって，海外での研修につい
て十分に準備する時間が取れなかったと感じ
ている。前期の授業で，短大での英語学習や
高等教育機関のシステムに慣れることに精い
っぱいで，ゆっくり時間をかけて準備をする
ことができなかった。しかし，限られた時間
の中で学生は努力して事前研修の課題を提出
し，英語によるプレゼンテーションの準備に
取り組んだ。また，香港国際空港の職員の前
で英語プレゼンテーションをすることは大変
緊張する経験であったが，それを乗り切った
という達成感を感じることができた。
　プログラム中，研修内容の理解を重視した
ので，学生の英語使用については教員側で強
制的な指導はしなかった。しかし，新しいこ
とを学び，それを自分の言葉で表現するため
には，必然的に英語を使う必要があった。ま
た，香港での滞在で必要な情報を得るために，
ホテルのスタッフや地元の人に，積極的に話
しかける学生を見ることができたのは収穫で
ある。
　学生は，香港で観光ホスピタリティ産業を
見ることで，日本との違いや海外の企業の取
組や新しいサービスを見ることができた。さ
らに，海外から日本を見ることで日本のホス
ピタリティやサービス産業の良い点を理解す
る機会にもなった。
５．海外インターンシップ
　平成23年度よりキャリア教育の充実を目指
すためのカリキュラムに新たに ｢インターン
シップ｣ の科目を設け，ヒルトン・ニセコ・
ビレッジにてホテル業務のインターンシップ
を実施し，学生の職業意識の高揚に大いに貢
献し，成果を上げてきた。
　次の段階として本格的な英語使用環境の中
でのインターンシップの可能性を探るため，
新たに ｢海外事情｣ 等のプログラムに絡めた
国外でのインターンシップの実施に向けて検
討がなされた。
　平成26年度は短大側のカリキュラムの体制
が整っていないことから，学生の参加は見送
られたが，このプラクティカムに興味を示し
た卒業生（本学編入３年生）１人が申し出て
きたので，パイロット・スタディとして参加
してもらうことになった。なお，平成27年度
から国内向けに「インターンシップ」，海外
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や外資系企業での研修を「グローバル・イン
ターンシップ」と科目名を変え，正式なカリ
キュラムとしてスタートした。
表６　カナダHISバンクーバー支店プラクティ
　　　カムプログラム概要
Daily コーヒー作り，out側の清掃，パンフレットの補充，プレゼン準備
Week 
1
OUT 支店長講話，店内装飾，マーケティング，
OUTスタッフの見学，商品研究，ツアー商品
の作り方，プレゼン準備
Week 
2
IN/経理 支店長講話，電話取次，データ入力，マーケティ
ング，ホテル情報チェック，プレゼンの準備，
書類検索・整理
Week 
3
法人/留学 プレゼン資料作成，マーケティング，素材収集，
電話対応，プレゼン準備，プレゼン発表（理想
のカナダ旅行）
　以下は，カナダHISバンクーバー支店のプ
ラクティカムに参加した学生の報告である。
５．１　平成26年度のHISカナダバンクー
バー支店における研修参加報告
　実際の仕事内容と研修全般について卒業生
からの次のように報告された。
期間：平成27年２月24日～３月10日
［具体的な研修内容］
　コーヒー作り，会社内の掃除，パンフレッ
トの補充，店内装飾，改装工事のための書類
整理，ビデオ鑑賞，メール対応，電話対応，
受付，お客様のチケット受け取り，ガイド見
学，ホストファミリーの書類作成，他社のプ
レゼンテーション見学，ツアー商品の作成，
発表，ツアー見学等。
［必要とされる英語レベル］
　日常英会話程度が求められると思うが， ほ
とんど社員が日本人ということや，日本から
のお客様が多く，英語を使う機会があまり多
くなかった。しかし，ビジネスメールや電話
対応，海外のお客様への対応の場合，英語の
フォーマットや文例，ある程度のビジネス英
語を覚えておくと役に立つ。
［仕事内容についての感想］
　初めの３日間はオフィスの改装工事が始ま
るということで主な仕事内容は会社内の片付
けや力仕事のお手伝いをすることしかでき
ず，少し残念に感じた。しかし，留学生用の
ホストファミリーの書類作成やお客様のチケ
ット受け取り，電話での対応等，緊張感のあ
る業務をさせて頂いたことは大変貴重な体験
だった。
［出発前に必要とされる準備］
　デスク業務も多いのでエクセルやワード
等，基本的なパソコンスキルは身に付けてお
いたほうがよい。パソコンがあまり得意でな
かったことから作業の際に少し苦労した。社
会人になってもパソコンスキルは当たり前の
ように求められるので，時間がある際に勉強
しておくとよいと思う。また，ビジネスメー
ル等の文例や電話での対応の仕方等を学んで
おくと困らない。
［インターンシップの利点・改善点］
　海外での仕事を見学できたこと，学校では
決して味わうことの出来ない会社の緊張感や
社員の方の迅速な対応を身近で感じ学ぶこと
ができたことは非常に収穫のあるものだっ
た。社員の方の話を聞く機会も頂き，仕事内
容だけではなく，旅行商品を提供する側の細
かな気遣いや，常に興味を持ちアンテナをは
るこの重要さなど，仕事への姿勢を勉強する
ことができた。改善点としては，バンクーバ
ー支店が繁忙期だったこともあり，札幌支店
の方との連絡が上手く取れず，受け入れ期間
がなかなか決まらなかったことがあげられ
る。また改装の話や会社の詳しい情報は出発
前に知っておきたかった。疑問に思ったこと
はできるだけ事前に質問し，インターシップ
の概要や仕事内容しっかりと知っておいたほ
うが良い。
５．２　平成27年度グローバル・インターン
シップ
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　グローバル・インターンシップは国内外で
主に英語を使って行う研修を目的としてお
り，平成27年度は３つのプログラムを計画し
ている。
⑴HISカナダバンクーバー支店研修
　　１年生後期を海外で学ぶ「海外事情」科
目で，カナダに留学する学生の中から，HIS
バンクーバー支店での研修参加希望者を募
り，１名の学生が研修予定である。平成27
年度は，約２週間の研修を予定している。
⑵シンガポール研修
　　１年生後期の２～３月にかけて，約２
週間の研修を企画している。Southeast 
Asian Ministers of Education Organization
（SAMEO）Regional Language Centre
（RELC）の協力の下，併設されたホテル
や現地の観光局，旅行会社，観光地での企
業訪問及び調査を行い，RELCの英語教育
専門家からビジネス英語やプレゼンテーシ
ョンスキルの指導を受ける予定である。
⑶ニセコ町の外資系企業における研修
　　１年生後期の２～３月にかけて，約３週
間のインターンシップを外資系企業で行
う。冬期間，ニセコは外国人旅行者・従業
員数が急増し，日本にいながら海外にいる
ような英語コミュニケーションの機会に恵
まれる。そのような環境で３週間の研修を
積むことは，将来のキャリアへの理解を深
めるだけでなく，英語力向上が期待できる。
５．３　海外インターンシップ実施における
課題
　企業との連携では，日程や研修内容の決定
に時間を要することや，企業側や社会的な事
情で変更があることも多い。また，実施時期
が迫ってからでないと詳細が決定しないこと
もあるので，教育機関がかなり早い時期に研
修内容を決定しても学生募集をする時には研
修内容が異なることもある。また受け入れ先
企業のビジネス状況により，受け入れ条件・
研修内容が変わってくる。さらに短期の海外
企業訪問・研修は，長期有償インターンシッ
プと違って，学生の経済的な負担が多く，研
修費用を抑えることが常に課題である。
　受け入れ先が期待する学生の英語レベル
と，実際の学生の英語レベルには差がある。
また文系学生は研修先の企業や業界について
知識が不足していることが多く，事前研修で
どれだけ語学教員が対応できるかは難しい点
である。
　研修地の文化や習慣，価値観や倫理観につ
いて事前に理解させることが重要である。ま
た海外での研修において，自然災害や政治的
安定等，事故発生時の対応について危機管理
体制を検討する必要がある。
　海外での研修にはビザの問題があり，国に
よっては受け入れ企業も「インターンシップ」
という表現を好まないことが多い。
５．４　海外インターンシップとCEFRレベル
　本学科では，現在，卒業時における英語の
到達目標の指標として，語学のコミュニケー
ション能力別のレベルを示す国際標準規格
として欧米で幅広く導入されつつあるCEFR
（ヨーロッパ共通参照枠）の活用を検討して
いる。具体的には，卒業時までにCEFR B1（社
会生活での身近な話題について理解し，自分
の意思とその理由を簡単に説明できる）レベ
ル以上の達成を標準とすることを検討してい
る。一方，本年５月にパイロット調査として
実施したケンブリッジ英検（１年生６名，２
年生６名）では，全受験者の平均的なレベル
はCEFR A2（日常生活での身近な事柄につ
いて，簡単なやりとりができる）であった。
　今後，海外インターンシップの推進に当た
っては，現地の研修内容の幅を広げるための
十分な語学力を獲得することが学生に求めら
れることから，インターンシップを履修する
学生は研修参加時点でCEFR B1レベル以上に
到達できるよう，本学科として英語教授法や
─ 11 ─
英文学科における国内インターンシップ実践と海外インターンシップの可能性
カリキュラムの改善を行っていく必要がある。
６．考察
　インターンシップの取組は，国内外を問わ
ず，学生が社会で働くことの意味を考え，将
来のキャリアの選択肢を広げる。英語教育を
意識した学科企画のインターンシップ・プロ
グラムの提供は，英語を仕事で使うことの重
要性と難しさを体感できる機会であるととも
に，さらに英語を学びたいとのモチベーショ
ンの向上にもつながる。これは研修終了後の
学内の授業参加への積極性にも貢献する。
　インターンシップを実施する上で，企業と
連携することは大学側にとっても多くのメリ
ットがある。インターンシップは，大学での
教育と実社会をつなぎ，学科の教育内容を充
実させる。企業からの情報や学生の研修機会
の提供につながり，将来の就職への選択肢が
広がる。しかし，効果的で綿密なインターン
シップを計画するには，企業との連絡や打ち
合わせ等，多くの時間とエネルギーを必要と
する。また社会的な情勢や企業のビジネス状
況の変化，受け入れ側の方針の変更等により，
同じような研修が毎年安定的に実施できると
いう保証はない。
　海外インターンシップに関しては，学生の
安全を一番に考えた上で計画し，こちらの意
図した研修内容が実施されるように，プログ
ラムをサポートする旅行会社との信頼関係や
綿密な連絡が重要である。また，プログラム
をサポートするようなキーパーソンが訪問国
にいることが理想的である。香港やシンガポ
ールの研修では，現地に信頼できるサポート
スタッフがいたことがプログラムの成功につ
ながった。
　海外インターンシップを行うに当たり，学
生の英語レベルをCEFRのB1レベルまで伸
ばすように，学科のカリキュラムとの連動や，
学生の事前準備として英語力を一層伸ばすと
ともに，企業研究や研修に必要な知識を習得
してから出発するような仕組が必要である。
７．結論
　グローバル化による社会構造の変化に伴い
高等教育機関と社会との連携が一層求められ
ている。国内外のインターンシップ，ボラン
ティア等の社会体験活動は，学生の主体的な
学びを促す「学外学修プログラム」の１つで
あり，大学・短大の質の保証から質的転換へ
のパラダイムシフトと捉えることができる。
　学生はこれらの活動や授業を通じて行動
力，忍耐力，コミュニケーション能力，国際
的な感覚，勤労観を養い，社会に出る前の準
備として基礎的な能力を身に付けることがで
きる。とりわけ学外での数週間のまとまった
期間に集中的に行われる活動は，学内での数
日間のものより高い教育効果が期待できると
言われている。
　本稿では，平成23年から始められた「総合
講義ホスピタリティ」，「ホスピタリティと観
光」，「インターンシップ」，さらにそれらを発
展させたマレーシア，香港での「キャリア・
サクセス・プログラム」を概観してきたわけ
だが，共通して言えることは，その都度参加
する学生，送り出す大学，受け入れ企業の三
者の周到な事前準備と事後の問題点や課題を
共有することの大切さが改めて浮き彫りにな
った。
　27年度の「グローバル・インターンシップ」
の実施に当たっては，海外での英語使用を想
定し，CEFR レベルを意識した学生の英語
４技能の更なる向上を目指したカリキュラム
開発が今後求められる。
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